























として和良川、石徹白川 ( いとしろがわ）など一級河川が 24 本あり、山













































































4. 海外からの観光客受入体制の充実 ( 高田由香氏インタビューに基づく）
(1）地場産業の体験
　高田さんは、観光を考えるうえで地場産業を重視することが大事だと考
えている。外国人観光客を誘致するには、地場産業の体験は素晴らしい方
法である。
　郡上八幡で体験できる地場産業の一つは食品サンプルである。郡上八幡
は食品サンプルのふる里と言われ、日本全国の食品サンプルの大半を生産
している。先に述べたように、観光客は自分で食品サンプルを作り、お土
産として持ち帰ることもできる。また、郡上八幡ではグリーンツーリズム
の体験もできる。グリーン・ツーリズムは、農家の人たちが外国人を接待
する経験をするという試みでもあった。農家で体験をしてもらった後には
アンケートを実施し、観光客の受け入れ態勢の充実を目指した。
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(2）人材の活用と育成
　現在、郡上八幡では外国人観光客に対応するボランティア活動はあるが、
近年、個人観光客が増えていることもあり、まだ十分とは言えない。観光
客が困らない体制づくりが必要である。しかし、実際、郡上八幡は小さな
町で外国人も住んでおらず、外国語ができる人材も少ない。
　外国人の観光客を受け入れるには、地元の人たちがコミュニケーション
力をつけることが大切である。「外国人とコミュニケーションをとる時は、
言葉の問題や文化の壁があるので、身振り手振りなど動作をつかった表現
が大事である」と高田さんは言う。言葉は伝わらなくても、気持ちは伝わ
るからである。
　観光産業の活性化に必要なのは、まず、第一にスタッフ教育である。高
田さんは、サンプル工房のスタッフに外国人観光客への対応の仕方などを
指導している。観光客と関わるスタッフが街の魅力をより深く知れば、自
分の仕事をさらに大事にするし、街のよさを伝えようとする気持ちも強く
なる。これが何より重要である。
　2010 年に、地域教育と観光人材育成の一環として、郡上八幡の中学生、
高校生を対象にした「自分の街をガイドしよう」というイベントを実施し
た。その際、生徒たちは外国人観光客と一緒に古い町並みを散策しながら、
観光案内のための英語表現を学んだ。
　また、周辺大学の外国人留学生の活用も大切である。3年前、郡上八幡
博覧館のパンフレットのタイ語版とインドネシア語版を作った際は、名古
屋大学の留学生にアルバイトを依頼した。外国人観光客を誘致するうえで、
留学生の協力は大きな助けとなるだろう。
おわりに
　郡上八幡にはたくさんの観光資源があるが、街の認知度を高めることと
観光人材の育成が今後の課題である。しかし、そうして観光客が増えたと
して、その後も多くの問題が生じる。例えば、郡上踊りに多くの観光客が
集まればゴミが問題も深刻化する。「特に徹夜おどりの時」と上村さんは
言う。現時点でこれといった解決策はなく、朝、街の人と市の職員みんな
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で掃除をして、その日に来る観光客のために街に綺麗にするといった取り
組みが必要になる。今後、観光客の誘致だけでなく、このような弊害への
対策も検討することが求められる。
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